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　“リカーシブコールなんて使っちゃ駄目ですよ．実用的じゃないので”という発言を聞いた

のはつい5年ほど前．某企業の元技術者の言．そういえばかなり昔，“仮想メモリなんてス

ラッシングばかりで駄目．やはりオーバレイを使わないと”というのもあった．人間の思考

負荷と機械の効率利用とのバランスが，前者に大きく傾いていた時代の話であったはずであ

るが，その尻尾は依然として残っているのかもしれない．効率が悪いと言われようと実用的

でないと言われようと，「面白い」仕組みが追及され，次々と「実用化」されてきたのは周知

の事実．ただしソフトウェア分野では，この頃のWeb関連に代表される派手な応用に目が向

きがちで，基本的な枠組みレベルでの取り組みは遅れてきたのが現状であろう．

　今月号の特集は「学と産の連携による基盤ソフトウェアの先進的開発」で片山卓也，村岡

洋一，喜連川優，天笠俊之がエディタ．「e-Society基盤ソフトウェアの総合開発プロジェク

ト」と題する大がかりかつ野心的な研究・開発計画とその成果の報告．「高い生産性を持つ

高信頼ソフトウェア作成技術の開発」という第1部と，「情報の高信頼蓄積・検索技術等の開

発」という第2部とからなる．全編にわたって，“学と産の連携”というキーワードにしたが

った，研究から実用化へのつながりの重視が読み取れる．特に，第1部で扱われているプロ

グラム言語やコンパイラに関する研究成果の，研究側へのフィードバックと開発側への普及

を期待したい．「生い立ち」を詳述した記事（西尾章治郎）が，このレベルと規模の研究・開

発プロジェクトの発端・立案・調整などを知る上で興味深い．「概算要求項目にソフトウェ

ア系がない」ことから始まった本プロジェクトは関係者の見識の表れと言える．

　小特集「IPTVの現在と展望」は山田一郎がエディタ．今年12月から始まる「NHKオンデ

マンド」が，国内での放送事業者による初めての本格的 IPTVサービスなのだそうだ．かなり

普及してきている諸外国と日本との環境の比較が詳しい．技術的な側面はさておき，ここで

も再送信に関する著作権を中心とする話題が気分を重くする．P2Pの利用も有望だという．

　「ASP・SaaSの動向と普及促進の状況（前編）」（河合輝欣，児西清義，米村征洋）は，イ

ンターネットへのコネクションを提供する ISPからの発展として，応用プログラムの機能

をネット越しに提供するApplication Service Provider（ASP）の話．Software as a Service

（SaaS）もほぼ同じ意味らしい．クラウドコンピューティングなどもあり，これから広まる

動きのようだ．ほとんど空の分厚い箱でソフトウェアを売る時代はそろそろ終わりかもしれ

ない．

　「計算論的音楽理論の応用」（浜中雅俊，平田圭二，東条敏）は連載“道しるべ：計算の視

点から音楽の構造を眺めてみると”の第5回目で最終回．理論としてのGTTMの応用成果と

して，類似性の判定，メロディ予測，それにメロディの生成が示されている．最後に，メデ

ィア処理技術の理論的基盤としての役割が示唆されている．

　「情報処理学会東北支部の現状と将来」（亀山充隆）は前号から始めた“わが支部の魅力は

ここにあり”のシリーズの2回目．全般的な活動の紹介に加えて，学生奨励賞，支部奨励賞，

野口研究奨励賞それぞれの賞と受賞題目が紹介されている． （Nimble Jack）

会誌編集委員会
　編 集 長
	 川合　　慧
　担当理事
	 武田　浩一
	 松原　　仁
　本号エディタ
	 新　　　麗
	 天笠　俊之
	 石田　　亨
	 位野木万里
	 片山　卓也
	 兼宗　　進
	 喜連川　優
	 久門　耕一
	 胡　　振江
	 後藤　厚宏
	 佐伯　元司
	 白井　良成
	 白木　善尚
	 田中　哲朗
	 田中　秀樹
	 長谷川　亨
	 前田　英作
	 間瀬　久雄
	 村岡　洋一
	 山田　一郎
	 山之内　徹
	 山本里枝子

　編集スタッフ
	 後路　啓子
	 町田　善江
	 綿谷　亜樹

編集子独白
- editor's monologue -


